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ることである。12 球団の 2011 年の試合後のスポーツ新聞のインタビュー記事 5454 件に




















グ（以下、パ・リーグ）6 球団の計 12 球団により構成されている。1 シーズン（4 月から











































第 1 の目的に関しては、研究 1 で扱う。ここでは、監督の試合後コメントを対象に
CAVE 法を用いた分析を行い、監督の楽観主義と成績との関係を考察する。第 2 の目的に





























































































つのスポーツ新聞に掲載された、12 球団の監督の試合後のコメント記事である。2011 年 4























対象となったコメント数は、全部で 5454 記事であった。うち引き分け 373 記事は分析














平均値の95%信頼区間度　数 平均値 標準偏差 標準誤差 下　限 上　限 最小値 最大値
落合 182 13.52 3.52 0.26 13.00 14.03 5 21
小川 225 11.78 2.94 0.20 11.40 12.17 4 21
原 364 11.64 2.65 0.14 11.37 11.91 6 19
真弓 162 12.63 3.31 0.26 12.12 13.14 7 21
野村 129 11.89 2.98 0.26 11.37 12.41 3 21
尾花 118 11.46 2.79 0.26 10.95 11.97 7 19
秋山 195 12.59 3.49 0.25 12.10 13.09 3 21
梨田 186 11.77 2.77 0.20 11.37 12.17 6 19
渡辺 206 11.88 3.50 0.24 11.40 12.36 3 21
岡田 218 12.35 3.38 0.23 11.90 12.80 3 21
星野 261 11.92 3.00 0.19 11.55 12.28 3 21
西村 133 12.14 3.15 0.27 11.60 12.68 7 21
































平均値の95%信頼区間度　数 平均値 標準偏差 標準誤差 下　限 上　限 最小値 最大値
落合 183 13.10 2.79 0.21 12.69 13.50 6 19
小川 226 11.84 3.24 0.22 11.41 12.26 3 19
原 281 11.69 3.00 0.18 11.34 12.05 3 19
真弓 208 11.93 3.28 0.23 11.48 12.38 3 19
野村 200 12.52 2.79 0.20 12.13 12.90 7 19
尾花 270 11.90 3.29 0.20 11.51 12.30 3 21
秋山 102 10.90 3.27 0.32 10.26 11.54 3 17
梨田 215 11.21 3.57 0.24 10.73 11.69 3 21
渡辺 252 11.39 3.23 0.20 10.99 11.79 3 19
岡田 233 11.46 3.58 0.23 11.00 11.92 3 21
星野 271 12.33 3.45 0.21 11.92 12.74 3 21
西村 261 12.29 2.74 0.17 11.96 12.63 4 21




















表 1-3 は、2011 年シーズンの順位表と、「勝率」「打率」「チーム本塁打」「得点」「失点」
「チーム防御率」「勝ち試合の楽観主義」「負け試合の悲観主義」を表したものである。この
表 1-3 をもとに、勝率と各項目の相関係数を求めると、勝率に対して、勝利試合の楽観主
義 r = .469、敗北試合の悲観主義 r = -.377 と弱い相関を示していた。勝率と客観的な指標と
の相関は、打率 r = .452、本塁打 r = .526、 得点 r













落合監督（図 1-3、図 1-4）の 4 月の勝率は、
0.46 であり、CP-CN は-4.07 であった。5 月に入
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リーグ 順位 監督 チーム 勝率 打率 本塁打 得点 失点 防御率 勝楽観主義 負悲観主義
セ 1 落合 中日 0.560 0.228 82 419 410 2.46 13.52 13.10
セ 2 小川 ヤクルト 0.543 0.244 85 484 504 3.36 11.78 11.83
セ 3 原 巨人 0.534 0.243 108 471 417 2.61 11.64 11.69
セ 4 真弓 阪神 0.493 0.255 80 482 443 2.83 12.63 11.93
セ 5 野村 広島 0.441 0.245 52 439 496 3.22 11.89 12.52
セ 6 尾花 横浜 0.353 0.239 78 423 587 3.87 11.46 11.90
パ 1 秋山 ソフトバンク 0.657 0.267 90 550 351 2.32 12.59 10.90
パ 2 梨田 日本ハム 0.526 0.251 86 482 418 2.68 11.77 11.21
パ 3 渡辺 西武 0.5037 0.253 103 571 522 3.15 11.88 11.39
パ 4 岡田 オリックス 0.5036 0.248 76 478 518 3.33 12.35 11.46
パ 5 星野 楽天 0.482 0.245 53 432 464 2.85 11.92 12.33























ると勝率は 0.61 と上がり、CP-CN も 2.13 と
上がった。6 月の勝率は 0.42 と下がり、CP-
CN も-6.81 と下がった。後半戦に入った 7 月
の勝率は 0.39 と下がったが、CP-CN は、-3.44
と上がった。8 月の勝率は 0.61 と上がり、CP-
CN も 3.35 と上がった。最終月の 9・10 月の





小川監督（図 1-5、図 1-6）の 4 月の勝率は
0.64 であり、CP-CN は 2.46 であった。5 月の
勝率は 0.5 と下がり、CP-CN も-2.98 と下がっ
た。6 月に入ると勝率は 0.62 とさらに上がり、
CP-CN も 2.32 と上がった。後半戦の 7 月の勝
率は 0.66 とあがり、CP-CN も 3.17 と上がっ
た。8 月に入ると勝率は 0.31 と下がり、CP-
CN も-4.47 と同様に下がった。最終月の 9・10





原監督（図 1-7、図 1-8）の 4 月の勝率は 0.41
であり、CP-CN は-2.61 であった。5 月の勝率
は 0.52 と上がり、CP-CN も-1.01 と上がった。
6 月に入ると勝率は 0.35 と下がったが、CP-
CN は-0.95 となった。後半戦に入り、7 月の
勝率は 0.50 と上がり、CP-CN も 0.13 と上が
った。8 月の勝率は 0.68 とさらに上がり、CP-
CN も 3.99 と同様に上がった。最終月の 9・10





















































真弓監督（図 1-9、図 1-10）の 4 月の勝率は
0.5 であり、CP-CN は-4.12 であった。5 月に
入ると勝率は 0.31 と下がり、CP-CN も-6.37
と下がった。6 月には勝率が 0.55 と上がり、
CP-CN は-0.35 となった。後半戦の 7 月に入る
と、勝率は 0.61 とさらに上がり、CP-CN も
1.67 と上がった。8 月の勝率は 0.54 と下がっ
たものの、CP-CN は、2.61 と上がった。最終
月の 9・10 月の勝率は 0.46 と下がり、CP-CN
も-2.42 と下がった。
真弓監督は、8 月こそは勝率と CP-CN の関
連が見られなかったものの、その他の月に関
しては、勝率と CP-CN に関連が見られた。
野村監督（図 1-11、図 1-12）の 4 月の勝率は
0.64 であり、CP-CN は 0.79 であった。5 月の
勝率は 0.36 と下がり、CP-CN も-4.39 となっ
た。6 月の勝率は 0.35 とわずかに下がったが、
CP-CN は-8.62 と大幅に下がった。後半戦に入
る 7 月の勝率は 0.54 と上がり、CP-CN も 1.40
となった。8 月の勝率は 0.56 と上がったが、
CP-CN は 0.07 となった。最終月の 9・10 月の
勝率は 0.30 と下がり、CP-CN も-4.06 と下が
った。
野村監督は、8 月こそは勝率と CP-CN の関
連が見られなかったものの、その他の月に関
しては、勝率と CP-CN に関連が見られた。
尾花監督（図 1-13、図 1-14）の 4 月の勝率は
0.33 であり、CP-CN は-2.36 であった。5 月に入
ると勝率は 0.40 と上がったが、CP-CN は-2.91
となった。6 月に入ると勝率は 0.41 とわずか
に上がったが、CP-CN は-3.30 と下がった。後
半戦に入る 7 月の勝率は 0.30 と下がり、CP-
CN も同様に-4.67 と下がった。8 月の勝率は


















































































































の 4 つのスポーツ新聞に掲載された、12 球団の監督の試合後のコメント記事（2011 年 4 月
13 日より 2011 年 10 月 26 日までの記事）を対象とした。また、翌年度の予測の対象となる
のは、2012 年シーズンの 12 チームの成績である。








2012 年のプロ野球は、2011 年の 12 人の監督のうち、4 名が新たに就任した。セ・リー
グでは、中日が落合監督に代わり、高木監督が就任。阪神は真弓監督に代わり、和田監督
が就任し、横浜では尾花監督に代わり、中畑監督が就任した。パ・リーグでは、日本ハム







1位 中日 （落合） 巨人 （原）
2位 巨人 （原） 中日 （高木）
3位 ヤクルト （小川） ヤクルト （小川）
4位 阪神 （真弓） 広島 （野村）
5位 広島 （野村） 阪神 （和田）




1位 ソフトバンク （秋山） 日本ハム （栗山）
2位 日本ハム （梨田） 西武 （渡辺）
3位 西武 （渡辺） ソフトバンク （秋山）
4位 オリックス （岡田） 楽天 （星野）
5位 楽天 （星野） ロッテ （西村）
6位 ロッテ （西村） オリックス （岡田）
が、第 5 位。中畑監督の横浜が、第 6 位であった。続いてパ・リーグの栗山監督の日本ハ
ムが、第 1 位であった。
（2）2011年と2012年のプロ野球全体の順位の変動
2011 年と 2012 年のプロ野球の順位変動を整理すると表 2-1 のように要約できる。なお
セ・リーグの 6 位の横浜は 2012 年に DeNA と球団名が変わったが、比較のために旧称を
用いた。
（3）2011年度の監督の勝利試合の楽観主義と2012年度のチーム勝率との関係
まず、図 2-1 に、2011 年度の勝利試合の楽観主義と、2011 年度の各チームの勝率（表 2-
2）との関係を示した。図 2-1 では、その年の楽観主義とチーム勝率は、正の相関があるこ
とが分かる。




2012 年度のチーム勝率は高いという結果になった。2011 年度は正の相関 r = .392（p = .208）
であったが、2012 年度は r = -.562（p =.147）と負の相関となった。
（4）2011年度の敗北試合の悲観主義と2012年度のチーム勝率との関係
まず、図 2-3 に 2011 年度の敗北試合の悲観主義とその年のチーム成績との関係を示した。
次に、2011 年度の敗北試合の悲観主義と 2012 年度のチーム勝率との関係を図 2-4 に示し
た。2011 年度の敗北試合の悲観主義が低い監督は、ソフトバンク・秋山監督と西武・渡辺
監督であったが、勝率は高くはなかった。2011 年度の敗北試合の悲観主義がやや低かった
巨人・原監督のみ、2012 年度チーム勝率は高かった。相関係数は、2011 年度は r = -.312（p
=.323）であったが、2012 年度は r = -.178（p = .673）と低くなった。
（5）楽観主義とチーム成績との関係
2011 年の楽観主義の合成値 CPCN と 2011 年の勝率とは有意の相関 r = .619 （p = .032）




分析を行った。その結果、翌年度の勝率はこれらの 4 つの変数で R2 = .802、調整済み R2＝






順位 監督 チーム 試合数 勝数 敗数 引分 勝率 打率 本塁打 得点 失点 防御率
1 原 巨人 144 86 43 15 0.667 0.256 94 534 354 2.16
2 (高木) 中日 144 75 53 16 0.586 0.245 70 423 405 2.58
3 小川 ヤクルト 144 68 65 11 0.511 0.260 90 499 514 3.35
4 野村 広島 144 61 71 12 0.462 0.233 76 427 454 2.72
5 (和田) 阪神 144 55 75 14 0.423 0.236 58 411 438 2.65
6 (中畑) ＤｅＮＡ 144 46 85 13 0.351 0.233 66 422 571 3.76
パ・リーグ（全日程終了）
順位 監督 チーム 試合数 勝数 敗数 引分 勝率 打率 本塁打 得点 失点 防御率
1 (栗山) 日本ハム 144 74 59 11 0.556 0.256 90 510 450 2.89
2 渡辺 西武 144 72 63 9 0.533 0.251 78 516 518 3.24
3 秋山 ソフトバンク 144 67 65 12 0.508 0.252 70 452 429 2.56
4 星野 楽天 144 67 67 10 0.500 0.252 52 491 467 2.99
5 西村 ロッテ 144 62 67 15 0.481 0.257 64 499 502 3.13









































































予測の大きさは、1 位・防御率（β = -638、 p = .023）、2 位・負け試合の悲観主義（β = -505、
p = .166）、3 位・勝ち試合の楽観主義（β = .295、 p = .246）、4 位・打率（β = -.108、 p = .739）
という結果であった。次年度のチーム成績を予測するのは防御率であり、前年度の監督の





観主義で予測できるという Seligman（1991/1994）や Rettew & Reivich（1995）の研究結果を
確証するには至らなかった。










かった。その理由として、監督 12 人中 4 人が交代することにより、データの精度が著し
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